
坊
津
一
乗
院
は
、
現
在
の
鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市
坊
津
町
に
か
つ
て
存
在
し
て
い
た

寺
院
で
、
鹿
児
島
大
乗
院
、
鹿
児
島
大
興
寺
と
と
も
に
鹿
児
島
に
お
け
る
真
言
宗
の
三

（
１
）

本
山
と
称
さ
れ
て
い
た
。
山
号
は
如
意
珠
山
と
言
い
、
寺
伝
に
よ
れ
ば
百
済
の
僧
日
羅

（
？
～
五
八
三
）
の
建
立
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
和
歌
山
県
岩
出
市
に
あ
る
根
来
寺
の

別
院
、
後
に
京
都
の
仁
和
寺
の
別
院
と
し
て
繁
栄
し
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
も
島

津
氏
の
尊
崇
を
集
め
た
。

元
禄
年
間
に
作
成
さ
れ
た
「
元
禄
薩
摩
絵
図
」
に
よ
れ
ば
、
一
乗
院
の
付
近
に
は
、

（
２
）

外
国
船
の
来
航
に
備
え
た
「
異
国
船
番
所
」
が
置
か
れ
て
い
る
。
坊
津
は
大
陸
と
距
離

的
に
近
く
、
間
近
に
異
国
を
意
識
す
る
港
町
で
も
あ
っ
た
。
近
年
の
発
掘
調
査
に
よ
っ

て
、
一
乗
院
跡
地
か
ら
中
国
陶
磁
器
が
出
土
す
る
な
ど
、
貿
易
港
と
し
て
の
坊
津
と
大

陸
と
の
交
流
が
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
一
乗
院
と
い
う
大
寺
院
の
関
与
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
日
本
と
大
陸
と
を
つ
な
い
だ
一
乗
院
も
、
や
が
て
明
治
の
廃
仏
殴
釈
に
よ

は
じ
め
に 坊

津
一
乗
院
に
お
け
る
〈
中
央
〉
と
〈
地
方
〉

鵲
キ
ー
ワ
ー
ド

紀
州
根
来
寺
・
一
乗
院
諸
記
・
聖
教
・
覚
因
・
亮
汰

ふ
が
、
廃
仏
の
嵐
の
為
め
に
全
く
吹
散
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
ふ
。

大
き
な
勢
力
を
誇
っ
た
鹿
児
島
の
密
教
寺
院
も
、
廃
仏
穀
釈
に
よ
っ
て
多
く
の
堂
塔

が
解
体
さ
れ
、
「
薩
南
の
美
術
館
」
と
も
讃
え
ら
れ
た
一
乗
院
の
寺
宝
も
悉
く
散
逸
の

憂
き
目
に
遭
っ
た
。
わ
ず
か
に
、
廃
仏
後
の
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
頃
に
坊
津
を
訪

れ
た
武
藤
長
平
氏
が
、
坊
津
に
は
「
今
猶
ほ
一
乗
院
遺
宝
の
片
鱗
を
見
る
こ
と
が
で
き

（
４
）

た
」
と
述
べ
て
お
り
、
巨
勢
金
岡
の
筆
と
称
す
る
「
十
一
面
観
音
」
や
「
阿
弥
陀
如
来
」

っ
て
廃
寺
に
追
い
込
ま
れ
た
。
薩
摩
に
お
け
る
廃
仏
の
経
緯
に
つ
い
て
、
辻
善
之
助
氏

は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
傍
線
引
用
者
、
以
下
同
じ
）
。

薩
摩
に
於
て
は
、
慶
応
元
年
の
頃
よ
り
、
夙
く
廃
寺
の
具
体
案
が
作
ら
れ
て
居

た
。
其
主
張
は
、
今
や
時
勢
は
切
迫
し
て
き
た
。
寺
院
僧
侶
は
不
用
の
も
の
で
あ

る
、
僧
侶
も
そ
れ
か
、
国
の
為
め
尽
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
僧
侶
の
壮
年
の
者

が
、
只
坐
食
し
て
は
済
ま
ぬ
、
若
い
者
は
兵
役
に
使
い
、
老
い
た
る
者
は
教
員
に

用
ふ
る
等
、
其
分
を
尽
さ
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
、
寺
院
禄
高
も
軍
用
に
充
て
、
仏
具

仏
像
仏
器
図
画
等
甚
多
く
、
さ
な
が
ら
薩
南
の
美
術
館
と
い
ふ
姿
で
あ
っ
た
と
い

は
武
器
に
用
ふ
く
し
と
い
ふ
の
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）
坊
津
の
一
乗
院
の
如
き
は
、

高
橋
秀
城

ｰ
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さ
ら
に
近
年
、
鈴
木
彰
氏
に
よ
っ
て
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
一
乗
院
経
蔵
記
』

（
叩
）

（
島
津
家
文
書
・
写
本
・
－
冊
）
が
翻
刻
紹
介
さ
れ
た
。
鈴
木
氏
に
よ
れ
ば
、
寛
永
十

一
年
（
一
六
三
四
）
の
奥
書
を
持
つ
ヨ
乗
院
経
蔵
記
』
は
、
三
乗
院
経
蔵
内
に
あ

っ
た
「
聖
教
」
か
ら
抜
粋
し
た
聖
教
・
典
籍
・
宝
物
の
目
録
」
で
あ
り
、
「
そ
の
内
容

が
、
文
芸
・
宗
教
・
有
職
故
実
・
外
交
等
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
物
の
伝
播
、
享

受
、
再
生
の
様
相
を
伝
え
る
貴
重
な
記
録
で
あ
る
」
と
い
う
。

こ
の
度
、
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
（
基
幹
研
究
）
「
日
本
古
典
文

学
に
お
け
る
〈
中
央
〉
と
〈
地
方
〉
」
に
お
け
る
宗
教
チ
ー
ム
は
、
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
に
お
い
て
「
坊
津
一
乗
院
聖
教
類
等
」
の
写
真
帳
と
『
一
乗
院
経
蔵
記
』
、
ま
た

（
９
）

僧
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
九
州
側
の
要
の
一
つ
で
あ
っ
た
」
こ
と
を
説
か
れ
た
。 （

５
）

図
な
ど
数
点
の
宝
物
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
も
い
つ
し
か
「
所
在
不
明
」
と
な
っ

て
い
っ
た
。

そ
う
し
た
中
、
昭
和
三
十
年
代
に
入
っ
て
、
坊
津
一
乗
院
に
蔵
さ
れ
て
い
た
典
籍
の

一
部
が
発
見
さ
れ
た
。
五
味
克
夫
氏
に
よ
っ
て
「
坊
津
一
乗
院
聖
教
類
等
」
と
し
て
紹

介
さ
れ
た
一
群
に
は
、
経
典
な
ど
の
「
聖
教
」
や
、
師
か
ら
弟
子
へ
の
伝
授
に
関
す
る

「
印
信
」
、
一
乗
院
の
由
来
、
「
日
本
図
」
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
一
乗
院
に
か
か
わ

る
僧
侶
名
や
法
流
、
典
籍
の
伝
来
な
ど
、
一
乗
院
を
取
り
ま
く
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
知

（
６
）

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
「
坊
津
一
乗
院
聖
教
類
等
」
に
つ
い
て
は
、
栗
林
文
夫

氏
が
、
聖
教
の
奥
書
に
根
来
寺
の
僧
侶
や
子
院
の
名
が
見
出
せ
る
こ
と
か
ら
、
坊
津
一

（
再
ｊ
）

乗
院
と
根
来
寺
に
密
接
な
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
福
島
金
治
氏
が
「
坊
津

一
乗
院
聖
教
類
等
」
に
見
え
る
聖
教
の
伝
授
や
集
積
の
検
討
か
ら
、
遠
隔
地
と
の
交
流

（
８
）

を
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
藤
田
明
良
氏
は
「
一
乗
院
が
琉
球
に
伸
び
る
修
験
者
・
密
教

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
一
乗
院
経
蔵
記
』
と
『
一
乗
院
諸
記
』
は
、
と
も
に
島

津
家
本
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
も
の
で
、
坊
津
一
乗
院
に
伝
来
し
て
い
た
宝
物
名
が
列

（
Ｍ
）

挙
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
乗
院
経
蔵
記
』
に
つ
い
て
は
、
既
に
鈴
木
彰
氏
に
よ
っ
て
「
一

乗
院
を
取
り
ま
く
文
芸
環
境
」
が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
一
乗
院
経
蔵
に
は
、
歌
集
や
漢

詩
文
集
、
唱
導
や
絵
解
き
に
関
す
る
も
の
、
外
交
手
引
書
や
天
神
信
仰
に
関
わ
る
典
籍

な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
崎
）

そ
の
他
に
も
、
例
え
ば
「
世
鏡
抄
三
巻
」
は
、
延
喜
二
年
（
九
○
二
年
）
偽
託
の

坊
津
一
乗
院
の
宝
物
に
か
か
わ
る
『
一
乗
院
諸
記
』
の
写
本
を
閲
覧
す
る
機
会
に
恵
ま

（
Ⅱ
）

（
唯
）

れ
た
。
既
に
別
稿
に
お
い
て
『
一
乗
院
諸
記
』
の
全
文
を
翻
刻
紹
介
し
た
が
、
本
報
告

で
は
、
あ
ら
た
め
て
『
一
乗
院
諸
記
』
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
乗
院
の

経
蔵
に
蔵
さ
れ
て
い
た
宝
物
の
伝
来
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

ま
た
、
坊
津
一
乗
院
と
紀
州
根
来
寺
と
の
つ
な
が
り
を
手
が
か
り
と
し
て
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
テ
ー
マ
で
あ
る
〈
中
央
〉
と
〈
地
方
〉
の
問
題
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た

い
。
時
代
は
異
な
る
が
、
根
来
寺
も
ま
た
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
三
月
の
根
来
焼

き
討
ち
に
よ
っ
て
炎
上
し
、
堂
塔
と
と
も
に
多
く
の
典
籍
が
失
わ
れ
て
い
る
。
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
両
寺
院
の
間
に
、
か
つ
て
ど
の
よ
う
な
文
物
の
移
動
や
人
的
交
流
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
〈
中
央
〉
の
本
寺
根
来
寺
と
、
〈
地
方
〉
の
大
寺
院
坊
津
一
乗
院
と

の
接
点
を
探
り
な
が
ら
、
鹿
児
島
に
お
け
る
密
教
文
化
の
状
況
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た

｛
蝿
）

い
。

一
『
一
乗
院
経
蔵
記
』
と
『
一
乗
院
諸
記
』
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教
訓
書
『
世
鏡
抄
』
（
二
巻
）
の
可
能
性
が
あ
り
、
「
山
水
抄
上
中
下
」
は
、
造
園
に

関
す
る
慶
算
の
『
山
水
抄
』
（
三
巻
一
冊
）
の
こ
と
か
と
推
察
さ
れ
る
。

ま
た
『
一
乗
院
経
蔵
記
』
に
は
、
根
来
寺
の
僧
侶
と
関
わ
る
典
籍
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
即
ち
、
興
教
大
師
覚
銭
（
一
○
九
五
～
二
四
三
）
の
『
心
月
輪
秘
釈
』
『
五

輪
九
字
明
秘
密
釈
』
『
阿
字
秘
釈
』
『
孝
養
集
』
『
一
期
大
要
秘
密
集
』
、
聖
憲
（
一
三
○

七
～
一
三
九
二
）
の
『
聖
憲
阿
字
観
私
』
で
あ
る
。
幅
広
い
典
籍
を
収
集
し
知
識
を
広

め
な
が
ら
、
密
教
教
学
の
基
盤
に
お
い
て
は
、
根
来
寺
僧
の
聖
教
を
用
い
て
い
た
こ
と

が
想
像
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
『
一
乗
院
経
蔵
記
』
に
挙
げ
ら
れ
た
典
籍
の
伝
来
を
見
れ
ば
、
例
え
ば
『
平

家
物
語
』
の
前
に
記
さ
れ
て
い
る
『
生
死
本
源
経
』
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
「
日

本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
れ
ば
伝
本
は
少
な
く
、
名
古
屋
大
須
文
庫

（
脆
）

と
西
教
寺
正
教
蔵
文
庫
の
写
本
の
み
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
大
須
観
音
（
真

福
寺
宝
生
院
）
所
蔵
『
生
死
本
源
経
』
（
一
帖
）
の
奥
書
を
見
る
と
以
下
の
よ
う
に
あ

》
（
》
○

明
応
三
季
甲
寅
十
一
月
令
書
写
定
祐
阿
闇
梨
文
書
写
之
時
節
永
禄
十
年
丁

卯
三
月
吉
日
真
光
院
般
若
寺
於
別
当
三
世
院
法
印
光
誉
子
時
天
正
八
年
庚
申
五

月
吉
日
石
州
之
住
僧
於
隅
州
加
治
木
三
諦
寺
タ
リ
ノ
時
書
写
畢
ス
権
少
僧
都
良

（
Ⅳ
）

円
到
干
時
天
正
十
年
二
月
十
四
日
書
之
畢
大
隅
深
川
院
本
坊
権
律
師
明
誉

こ
の
奥
書
は
、
明
応
三
年
（
一
四
九
四
）
か
ら
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
）
と
続
き
、

天
正
八
年
（
一
五
八
○
）
に
は
隅
州
加
治
木
三
諦
寺
で
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
に

は
大
隅
深
川
院
本
坊
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。
大
隅
国
で
写
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
名
古

屋
の
真
言
寺
院
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
他
の
典
籍
の
伝
本
も
検

討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
鹿
児
島
と
の
つ
な
が
り
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ

》
（
》
◎

次
に
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
『
一
乗
院
諸
記
』
も
島
津
家
本
と
し
て
伝
来
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
一
乗
院
に
伝
わ
る
宝
物
名
が
列
挙
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
由
来
ま

（
肥
）

で
も
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
全
体
は
「
一
乗
院
宝
物
記
」
「
一
乗
院
由
緒
」
「
一
乗
院

下
乗
碑
三
一
乗
院
鐘
銘
」
の
四
つ
に
分
け
ら
れ
、
二
乗
院
宝
物
記
」
に
は
内
題
に
「
如

意
珠
山
宝
物
開
帳
述
記
」
と
あ
り
、
六
十
四
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
以
下
、
便

宜
的
に
丸
数
字
を
付
し
た
）
。
奥
書
は
な
い
が
、
途
中
、
「
波
止
土
濃
舎
利
一
粒
」
（
八

丁
裏
）
の
由
来
に
は
、
「
宝
暦
／
十
年
為
僧
正
任
官
上
京
ノ
卿
依
不
測
之
縁
求
得
之
依
／

之
奉
納
経
庫
永
為
宝
物
者
也
」
（
改
行
は
／
で
示
し
た
）
と
し
て
宝
暦
十
年
（
一
七
六

○
）
の
年
紀
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
成
立
と
思
わ
れ
る
。
宝
暦

十
年
（
一
七
六
○
）
に
一
乗
院
第
二
十
九
世
尊
盈
が
僧
正
に
任
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

折
に
宝
物
と
し
て
舎
利
が
納
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

は
じ
め
の
三
乗
院
宝
物
記
」
（
如
意
珠
山
宝
物
開
帳
述
記
）
に
注
目
す
れ
ば
、
冒

頭
（
①
）
の
「
仏
牙
御
舎
利
」
は
、
先
の
『
一
乗
院
経
蔵
記
』
に
見
え
る
「
釈
迦
ノ
御

歯
」
と
対
応
し
て
い
る
。
『
一
乗
院
諸
記
』
で
は
伝
来
の
由
来
が
詳
細
に
書
き
留
め
ら

れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
応
永
二
十
三
年
（
一
四
一
六
）
に
仁
和
寺
智
恵
門
院
の

有
海
僧
正
か
ら
一
乗
院
第
四
世
頼
俊
上
人
に
授
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か

ヲ
（
》
Ｏ

ま
た
、
二
つ
目
（
②
）
の
「
水
精
自
然
石
ノ
御
舎
利
」
は
、
『
一
乗
院
経
蔵
記
』
の
「
自

然
石
ノ
御
舎
利
」
と
対
応
し
て
い
る
。
『
一
乗
院
諸
記
』
に
は
、
舎
利
は
一
乗
院
開
山
の

日
羅
上
人
が
金
峯
山
に
お
い
て
感
得
し
た
も
の
で
、
一
度
消
え
去
っ
た
後
、
明
応
七
年
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中
で
も
仁
和
寺
は
注
目
さ
れ
、
後
半
に
は
「
仁
和
寺
智
恵
門
院
宥
海
以
座
論
梅
聖
教

右
書
籍
四
／
十
厘
附
属
当
山
第
四
世
頼
俊
」
と
し
て
、
一
乗
院
第
四
世
頼
俊
が
仁
和
寺

で
修
行
し
た
際
に
書
籍
四
十
函
を
託
さ
れ
、
一
乗
院
に
安
置
し
た
こ
と
が
書
き
記
さ
れ

て
い
る
。
根
来
寺
と
と
も
に
仁
和
寺
聖
教
の
流
入
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。

そ
の
他
、
興
味
深
い
記
事
と
し
て
、
（
⑳
）
「
中
将
姫
ノ
舎
利
ノ
伝
記
一
巻
」
が
挙
げ

ら
れ
る
。
中
将
姫
の
伝
記
に
続
け
て
、
正
平
二
年
（
一
三
四
七
）
の
奥
書
を
持
つ
「
如

来
乃
歯
の
舎
利
之
流
記
」
が
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
で
記
さ
れ
て
お
り
、
ヨ
乗
院
経
蔵

記
』
記
載
の
「
中
将
姫
ノ
法
華
経
」
「
当
麻
曼
茶
羅
一
幅
」
「
縫
阿
弥
陀
一
幅
中
将
姫
」
と
あ

わ
せ
て
興
味
深
い
。

『
一
乗
院
経
蔵
記
』
の
「
御
慶
筆
ノ
短
冊
」
は
、
⑲
「
後
奈
良
帝
天
筆
ノ
御
短
冊
」
と

対
応
す
る
。
天
文
十
四
年
（
一
五
四
五
）
に
一
乗
院
第
八
世
頼
忠
が
、
後
奈
良
天
皇
（
一

四
九
七
～
一
五
五
七
）
よ
り
下
賜
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
短
冊
に
し
た

た
め
ら
れ
た
和
歌
十
首
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
乗
院
の
宝
物
に
つ
い
て
は
『
一
乗
院
諸
記
』
『
一
乗
院
経
蔵
記
』
の
他
に
も
、
一

（
一
四
九
八
）
に
一
乗
院
第
六
世
頼
政
上
人
が
再
び
感
得
し
た
も
の
と
伝
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
宝
物
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
か
ら
一
乗
院
に
寄
進
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

唐
土
（
④
「
地
蔵
造
菩
薩
堤
像
」
⑱
「
羅
漢
袈
裟
」
）
、
東
寺
宝
菩
提
院
（
⑪
「
護
身
毘

沙
門
天
像
」
）
、
仁
和
寺
（
⑩
「
弁
財
天
堤
像
」
⑬
「
波
止
土
濃
舎
利
一
粒
」
）
、
高
雄
山

神
護
寺
（
⑫
「
五
智
金
剛
鈴
」
⑭
「
五
股
金
剛
宝
杵
」
）
、
下
総
国
西
光
寺
（
⑳
「
聖
徳

太
子
御
自
作
ノ
木
像
」
）
、
伊
佐
海
蔵
院
（
⑳
「
毘
沙
門
天
王
ノ
木
像
」
）
な
ど
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

本
節
で
は
、
坊
津
一
乗
院
と
紀
州
根
来
寺
に
か
か
わ
る
記
述
を
取
り
上
げ
、
〈
中
央
〉

と
〈
地
方
〉
に
お
け
る
文
物
の
移
動
や
人
的
交
流
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

『
三
国
名
勝
図
会
』
に
は
、
坊
津
一
乗
院
が
紀
州
根
来
寺
の
別
院
と
な
っ
た
こ
と
、

第
四
世
頼
俊
上
人
が
根
来
寺
学
頭
快
憲
僧
都
に
随
っ
た
こ
と
、
根
来
寺
焼
き
討
ち
の
際

に
は
覚
因
と
い
う
僧
侶
が
根
来
寺
の
寺
宝
を
一
乗
院
に
將
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て

お
り
、
坊
津
一
乗
院
と
紀
州
根
来
寺
と
の
密
接
な
結
び
つ
き
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

（
旧
）

る
。
た
だ
し
、
頼
俊
上
人
が
随
っ
た
と
い
う
「
根
来
寺
学
頭
快
憲
僧
都
」
に
つ
い
て
は
、

根
来
寺
の
「
大
伝
法
院
学
頭
血
脈
」
等
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
快

憲
」
と
い
う
名
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
大
伝
法
院
学
頭
聖
憲
（
一
三
○
七
～
一
三
九
二
）

の
「
憲
」
の
字
と
、
快
深
（
一
三
六
八
年
頃
）
の
「
快
」
の
字
を
併
せ
持
っ
た
よ
う
な

名
前
と
な
っ
て
お
り
注
意
さ
れ
る
。

入
来
院
家
所
蔵
の
『
日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
は
、

（
一
五
五
五
）

乙
夘
弘
治
坊
津
一
乗
院
塔
供
養
千
部
会
、
自
十
月
十
八
日
、
四
月
二
日
帖
佐
嶋

（
”
）

津
貴
久
知
行

と
一
乗
院
で
の
塔
供
養
の
記
事
が
あ
り
、
そ
の
頭
書
に
は
、

乗
院
第
二
十
六
世
快
宝
（
延
享
年
代
〔
一
七
四
四
～
四
八
年
〕
）
の
『
一
乗
院
宝
物
記
』

や
、
薩
摩
藩
が
編
纂
し
た
『
三
国
名
勝
図
会
』
（
天
保
十
四
年
〔
一
八
四
三
〕
刊
）
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
を
相
互
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
乗
院
の
寺
宝
伝

来
の
経
緯
が
よ
り
具
体
的
に
浮
き
彫
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

二
根
来
寺
と
坊
津
一
乗
院
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七
月
二
日
鳥
羽
院
四
百
回
忌
於
大
伝
法
院
有
大
曼
茶
羅
供
、
道
〔
導
〕
師
小
池
坊

玄
誉
法
印
左
学
頭

と
し
て
根
来
寺
に
お
け
る
曼
茶
羅
供
法
要
の
記
事
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
山
口
隼

正
氏
に
よ
れ
ば
、
入
来
院
家
は
鹿
児
島
に
お
い
て
島
津
家
に
次
ぐ
一
族
で
あ
り
、
『
日

本
帝
皇
年
代
記
』
の
記
述
に
は
「
高
野
山
と
根
来
寺
の
僧
侶
の
生
没
記
事
が
多
い
が
、

と
り
わ
け
頼
玲
（
高
野
山
中
性
院
始
祖
、
根
来
寺
初
代
学
頭
）
に
因
ん
で
、
中
性
院
流

と
根
来
寺
学
頭
関
係
が
多
い
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
根
来
寺
と
鹿
児
島
と
の
つ
な

（
副
）

が
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
の
根
来
焼
き
討
ち
の
際
に
、
多
く
の
寺
宝
を
一

乗
院
に
運
び
込
ん
だ
と
さ
れ
る
覚
因
と
い
う
僧
侶
に
も
注
目
し
た
い
。
覚
因
に
つ
い
て

は
、
栗
林
文
夫
氏
が
「
覚
因
は
出
家
し
て
真
言
僧
と
な
り
俊
彦
坊
と
号
し
た
」
こ
と
を

（
理
）

指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、
大
和
長
谷
寺
小
池
坊
十
一
世
亮
汰
（
一
六

二
二
～
一
六
八
○
）
の
伝
記
で
あ
る
。

師
名
亮
汰
。
判
倒
封
埼
鰐
姓
餓
氏
。
薩
州
田
布
施
高
橋
人
。
年
甫
九
歳
。

入
二
平
井
寺
｝
。
為
二
盛
印
弟
子
一
。
剪
髭
受
戒
。
駈
烏
歳
。
印
公
試
授
レ
之
読
ニ
シ
ム
理

趣
般
若
一
。
半
日
ニ
シ
テ
終
し
巻
。
宿
植
機
宇
。
聡
利
過
し
人
。
生
質
清
爽
。
口
離
二
綺

語
一
。
志
学
師
計
事
一
乗
院
覚
因
一
。
（
中
略
）
年
十
八
而
解
レ
縄
赴
洛
。
與
二
文
俊

（
羽
）

良
俊
一
相
共
同
し
舶
。

（
『
豊
山
伝
通
記
』
「
第
十
一
世
亮
汰
僧
正
伝
」
）

亮
汰
は
、
薩
摩
国
田
布
施
の
高
橋
（
現
在
の
金
峰
町
高
橋
、
加
世
田
市
高
橋
）
に
生

ま
れ
、
字
を
俊
彦
と
名
乗
っ
て
い
た
。
九
歳
に
し
て
田
布
施
村
に
あ
る
一
乗
院
末
の
平

井
寺
に
入
り
、
盛
印
の
弟
子
と
な
り
、
や
が
て
本
寺
で
あ
る
一
乗
院
の
覚
因
に
師
事
し

（
別
）

て
い
る
。
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
亮
汰
（
俊
彦
）
と
覚
因
は
、
別
人
と
な
る
の
で
あ
る
。

亮
汰
が
入
っ
た
平
井
寺
は
、
『
江
戸
幕
府
寺
院
本
末
集
成
』
に
、

河
辺
郡
坊
津
村
河
多
郡
圏
布
竃
郵

二
乗
院
本
寺
御
室
仁
和
寺
末
寺
（
中
略
）
金
蔵
院
（
中
略
）

河
多
部
田
布
魔
村
（
霊
）

右
之
金
蔵
寺
末
寺
平
井
寺

と
見
え
、
一
乗
院
の
末
寺
金
蔵
院
の
さ
ら
に
末
寺
に
当
た
る
。
一
乗
院
は
、
根
来
寺
や

仁
和
寺
か
ら
見
れ
ば
〈
地
方
〉
寺
院
だ
が
、
坊
津
に
お
い
て
は
多
く
の
末
寺
を
有
す
る

〈
中
央
〉
本
寺
で
も
あ
り
、
亮
汰
は
そ
の
縁
を
頼
っ
て
一
乗
院
の
覚
因
に
師
事
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

こ
の
俊
彦
に
つ
い
て
は
、
智
積
院
新
文
庫
所
蔵
『
真
俗
雑
記
』
（
二
十
五
冊
）
の
書

写
者
の
一
人
と
し
て
そ
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
因
み
に
『
真
俗
雑
記
』
は
、
根

来
寺
の
教
学
を
復
興
し
た
頼
礒
（
一
二
二
六
～
一
三
○
四
）
が
著
し
た
も
の
で
、
寺
院

に
お
け
る
秘
説
を
問
答
形
式
に
よ
っ
て
記
録
し
て
い
る
。
中
に
は
頼
礒
自
身
の
和
歌
や

漢
詩
、
夢
想
の
記
事
や
和
歌
の
作
品
の
目
録
で
あ
る
歌
書
目
録
、
ま
た
『
古
今
著
聞
集
』

や
『
沙
石
集
』
な
ど
の
説
話
と
の
類
話
が
見
出
せ
る
な
ど
、
頼
琉
の
文
学
活
動
と
と
も

に
根
来
寺
に
お
け
る
文
学
活
動
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
中
で
も
新

文
庫
本
『
真
俗
雑
記
』
は
、
十
五
人
が
手
分
け
を
し
て
書
写
し
て
お
り
、
全
二
十
五
冊

の
書
写
者
を
挙
げ
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

薩
州
俊
彦
（
第
一
・
六
）
、
薩
州
深
識
（
第
二
・
十
三
）
、
薩
州
文
空
（
第
三
）
、

薩
州
深
秀
（
第
四
）
、
薩
州
秀
存
（
第
五
・
二
十
四
）
、
薩
州
文
鏡
（
第
七
）
、

薩
州
頼
順
（
第
八
・
九
）
、
薩
州
長
淳
（
第
十
・
十
九
）
、
薩
州
文
啓
（
第
十
一

・
十
七
・
二
十
三
・
二
十
五
）
、
薩
州
及
芸
（
第
十
二
）
、
薩
州
慶
音
（
第
十
四
）
、

薩
州
文
識
（
第
十
五
）
、
薩
州
俊
尭
（
第
十
六
・
二
十
二
）
、
薩
州
俊
良
（
第
十
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八
・
二
十
一
）
、
琉
球
国
深
圓
（
第
二
十
）

書
写
者
の
多
く
は
「
薩
州
」
の
僧
侶
で
あ
り
、
中
に
は
「
琉
球
国
」
の
僧
も
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
冊
目
と
六
冊
目
を
「
薩
州
俊
彦
」
が
筆

写
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
第
一
冊
（
巻
二
）
奥
書
に
は
「
薩
州
俊
彦
書
〈
覚
眼
師
祖

（
妬
）

覚
因
也
〉
」
（
割
注
は
◇
で
示
し
た
）
と
見
え
、
亮
汰
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
薩
摩
に
生
ま

れ
、
鹿
児
島
大
乗
院
で
出
家
、
後
に
智
積
院
第
十
一
世
と
な
っ
た
覚
眼
（
一
六
四
三
－

一
七
二
五
）
の
名
も
見
え
る
。
覚
眼
の
師
が
覚
因
で
あ
る
と
い
う
割
注
は
、
薩
摩
の
僧

侶
の
つ
な
が
り
を
知
る
上
で
も
注
目
さ
れ
よ
う
。

な
お
新
文
庫
本
『
真
俗
雑
記
』
は
、
も
と
は
根
来
寺
十
輪
院
か
ら
高
野
山
へ
と
伝
わ

り
、
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
に
隅
州
般
若
寺
で
書
写
さ
れ
て
、
再
び
京
都
の
智
積

院
へ
と
將
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
新
文
庫
本
は
、
奈
良
や
、
遠
く
佐
渡
、
関
東
な
ど

（
”
）

全
国
で
繰
り
返
し
転
写
さ
れ
、
そ
れ
は
『
真
言
宗
全
書
』
本
の
底
本
に
も
連
な
っ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
薩
摩
出
身
の
真
言
僧
侶
に
は
、
豊
山
八
世
快
寿
（
一
六
一
四
～
一
六
六

六
）
、
豊
山
十
三
世
卓
玄
（
一
六
三
三
～
一
七
○
四
）
、
智
積
院
十
三
世
快
存
（
一
六
四

七
～
一
七
二
四
）
、
智
積
院
第
三
臘
席
に
就
い
た
専
音
房
（
仙
音
房
）
頼
正
（
？
～
一

六
七
三
）
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
新
義
真
言
宗
の
要
職
に
就
い
た
僧
侶
も
多

く
、
薩
摩
の
学
問
の
水
準
の
高
さ
が
知
ら
れ
る
と
と
も
に
、
〈
中
央
〉
寺
院
と
の
つ
な

が
り
も
垣
間
見
え
る
。

ま
た
現
在
、
真
言
宗
智
山
派
末
寺
の
聖
教
と
し
て
、
坊
津
や
一
乗
院
で
書
写
さ
れ
た

も
の
が
全
国
の
寺
院
に
残
さ
れ
て
い
る
。

（
認
）

①
「
文
明
九
年
三
月
二
十
八
日
於
醍
醐
寺
三
宝
院
書
写
之
薩
州
房
津
金
資
頼
政
」

（
『
〔
髄
抄
〕
』
神
照
寺
（
三
江
教
区
）
）

今
後
の
課
題
と
し
て
、
以
下
の
二
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

根
来
寺
と
の
か
か
わ
り
か
ら
す
れ
ば
、
根
来
寺
第
七
代
学
頭
で
あ
る
頼
豪
（
一
二
八

二
～
一
三
六
○
以
降
）
に
『
束
草
集
』
と
い
う
著
作
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
仏
教
の
儀
式

に
用
い
る
願
文
な
ど
、
僧
侶
の
模
範
と
な
る
文
例
を
集
め
た
書
で
あ
り
、
十
四
世
紀
の

根
来
寺
教
団
の
様
相
が
う
か
が
え
る
史
料
だ
が
、
そ
こ
に
は
例
え
ば
「
蓮
花
院
月
次
和

（
調
）

歌
序
」
と
し
て
、
頼
豪
が
住
ん
で
い
た
蓮
花
院
に
お
い
て
、
毎
月
の
歌
会
が
催
さ
れ
て

い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
束
草
集
』
に
は
「
人
麿
影
供
祭
文
」
な
ど
も
残

さ
れ
て
お
り
、
根
来
寺
に
お
い
て
漢
文
や
和
歌
の
制
作
と
い
っ
た
文
学
的
環
境
が
整
っ

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

『
一
乗
院
経
蔵
記
』
に
は
根
来
寺
僧
の
著
作
や
、
鈴
木
彰
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
歌

集
な
ど
文
芸
に
か
か
わ
る
書
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
坊
津
一
乗
院
の
文

芸
的
な
活
動
は
、
「
坊
津
一
乗
院
聖
教
類
等
」
に
根
来
寺
僧
や
子
院
の
名
が
見
出
せ
る

こ
と
か
ら
も
、
根
来
寺
の
別
院
と
し
て
の
影
響
の
も
と
に
育
ま
れ
た
も
の
で
は
な
か
つ

②
「
元
禄
六
年
霜
月
四
日
以
摩
尼
珠
院
忠
俊
自
筆
之
本
写
之
兼
澄
」

（
『
当
日
早
旦
調
支
具
イ
水
』
円
明
寺
（
愛
媛
教
区
）
）

③
「
本
紙
岩
城
薬
王
寺
有
之
此
写
ハ
薩
摩
大
乗
院
義
忍
筆
者
也
」

（
『
〔
弘
法
大
師
再
誕
証
文
こ
幸
蔵
寺
（
下
総
海
銚
教
区
）
）

以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
も
、
人
と
書
物
の
移
動
に
よ
る
〈
中
央
〉
と
〈
地
方
〉
の
往

還
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

お
わ
り
に
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た
だ
ろ
う
か
。

ま
た
仁
和
寺
と
の
つ
な
が
り
か
ら
、
坊
津
一
乗
院
に
は
仁
和
寺
西
院
信
證
（
一
○
八

八
～
二
四
二
）
を
祖
と
す
る
「
西
院
流
血
砿
）
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

大
恋
心
院
法
師
宝
菩
提
院
長
者
融
正
宝
護
院
法
印
宝
蝕
院
控
印

儲
謡
・
・
・
能
禅
．
：
亮
禅
ｌ
頼
我
ｌ
宏
壽
ｌ

宝
菩
提
院
法
印
同
院
法
印
同
院
法
印
同
院
大
傲
正
同
院
櫓
僧
正

宏
寛
ｌ
教
済
ｌ
俊
雄
ｌ
亮
恵
ｌ
禅
我
ｌ

金
廟
塚
院
櫓
僧
正
麓
州
ロ
ロ
院
正
価
正

亮
秀
・
・
・
実
応
ｌ
快
銀

（
「
西
院
流
血
脈
」
（
「
坊
津
一
乗
院
聖
教
類
等
」
コ
ー
肥
（
４
）
）
）

こ
の
血
脈
の
中
で
、
東
寺
宝
菩
提
院
六
世
俊
雄
（
一
四
五
五
～
一
五
一
六
）
は
、
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
連
々
令
稽
古
双
紙
以
下
之
事
』
の
著
者
で
あ
る
。
こ
の
史
料

に
は
、
僧
侶
と
し
て
出
家
す
る
以
前
の
十
五
歳
ま
で
に
稽
古
す
べ
き
典
籍
が
列
挙
さ
れ

て
お
り
、
説
話
・
伝
記
・
軍
記
・
縁
起
・
絵
巻
・
お
伽
草
子
な
ど
幅
広
い
作
品
が
採
録

（
醜
）

さ
れ
て
い
る
。
一
乗
院
に
は
先
に
見
た
『
世
鏡
抄
』
の
よ
う
な
教
訓
書
も
見
ら
れ
、
諸

宗
兼
学
的
な
幅
広
い
典
籍
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
幼
童
期
に
様
々
な
文
学

作
品
に
親
し
む
学
問
方
法
の
土
壌
が
、
坊
津
一
乗
院
に
お
い
て
も
存
在
し
て
い
た
の
か

興
味
深
い
。

以
上
、
本
報
告
で
は
、
雑
駁
で
は
あ
る
が
、
〈
中
央
〉
と
し
て
の
根
来
寺
や
仁
和
寺

と
、
〈
地
方
〉
の
大
寺
院
で
あ
る
坊
津
一
乗
院
と
の
文
物
の
移
動
や
人
的
交
流
、
ま
た

そ
こ
か
ら
全
国
へ
と
広
が
る
密
教
文
化
の
状
況
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
坊
津
一
乗
院

は
、
都
か
ら
離
れ
た
く
地
方
〉
で
は
あ
る
が
、
大
陸
側
を
視
野
に
入
れ
れ
ば
そ
れ
は
く
中

央
〉
と
な
る
。
坊
津
一
乗
院
は
、
海
路
や
陸
路
に
よ
る
広
域
に
及
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

結
節
点
と
し
て
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

注（
１
）
坊
津
一
乗
院
・
鹿
児
島
大
興
寺
に
、
伊
集
院
荘
厳
寺
（
現
日
置
市
）
を
加
え
て
鹿
児
島
藩

真
言
宗
の
三
本
山
と
す
る
場
合
も
あ
る
。

（
２
）
国
立
公
文
書
館
蔵
「
元
禄
薩
摩
絵
図
」
（
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（
言
９
ｍ

く
ぎ
量
．
段
函
騨
巴
．
閂
。
言
ぐ
の
い
、
胃
．
旨
二
参
照
）
。
な
お
、
南
さ
つ
ま
市
坊
津
歴
史
資
料

セ
ン
タ
ー
輝
津
館
編
『
海
上
交
流
の
軌
跡
』
（
輝
津
館
企
画
展
図
録
論
集
、
南
さ
つ
ま
市

坊
津
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
輝
津
館
、
二
○
一
二
年
一
○
月
）
に
解
説
が
あ
り
、
「
こ
の
海

域
が
海
防
の
最
前
線
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
辻
善
之
助
『
明
治
仏
教
史
の
問
題
』
（
立
文
書
院
、
一
九
五
九
年
一
月
）
。

（
４
）
武
藤
長
平
「
坊
の
津
と
山
川
の
津
」
（
「
歴
史
と
地
理
」
七
（
一
）
、
一
九
二
一
年
一
月
）

に
「
坊
の
津
に
採
訪
す
る
と
今
猶
ほ
一
乗
院
遺
宝
の
片
鱗
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち

巨
勢
金
岡
の
筆
と
称
す
る
「
十
一
面
観
音
」
、
阿
弥
陀
如
来
」
、
弘
法
大
師
筆
と
称
す
る
「
如

意
輪
観
音
」
、
島
津
光
久
寄
附
の
「
愛
善
明
王
図
」
、
菅
公
筆
と
称
す
る
「
妙
法
蓮
華
経
普

門
品
二
十
五
偶
関
」
、
筆
者
未
詳
の
「
浬
桑
図
」
（
中
約
一
間
半
位
）
等
の
如
き
で
あ
る
」

と
見
え
る
。

（
５
）
坊
津
町
郷
土
誌
編
纂
委
員
会
編
『
坊
津
町
郷
土
誌
』
上
下
（
坊
津
町
、
一
九
六
九
年
一
二

月
（
上
巻
）
、
一
九
七
二
年
一
二
月
（
下
巻
）
）
参
照
。
『
坊
津
町
郷
土
誌
』
に
は
、
当
時

鹿
児
島
県
史
調
査
委
員
で
あ
っ
た
武
藤
長
平
氏
が
調
査
し
た
「
坊
泊
現
有
一
乗
院
関
係
宝

物
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
６
）
五
味
克
夫
「
坊
津
一
乗
院
跡
と
一
乗
院
関
係
史
料
」
（
「
坊
津
町
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報

告
番
」
（
１
）
一
乗
院
跡
』
坊
津
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
二
年
）
、
同
「
坊
津
一
乗
院
聖

教
類
等
」
（
「
鹿
児
島
県
文
化
財
調
査
報
告
書
」
三
九
、
一
九
九
三
年
）
。
な
お
近
年
、
福

島
金
治
編
『
坊
津
一
乗
院
聖
教
類
等
目
録
』
（
南
さ
つ
ま
市
坊
津
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
輝

津
館
、
二
○
一
五
年
三
月
）
が
刊
行
さ
れ
た
。

（
７
）
栗
林
文
夫
「
坊
津
一
乗
院
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
「
黎
明
館
調
査
研
究
報
告
」
一
八
、
二
○
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○
五
年
）
、
同
「
根
来
寺
と
坊
津
一
乗
院
」
（
「
和
歌
山
地
方
史
研
究
」
四
九
、
二
○
○
五

年
七
月
）
。

（
８
）
福
島
金
治
「
密
教
聖
教
の
伝
授
・
集
積
と
隔
地
間
交
流
ｌ
「
坊
津
一
乗
院
聖
教
類
等
」
の

検
討
を
通
し
て
ｌ
」
（
「
九
州
史
学
」
一
六
○
、
二
○
二
年
一
○
月
）
。

（
９
）
藤
田
明
良
「
中
世
後
期
の
坊
津
と
東
ア
ジ
ア
の
海
域
交
流
ｌ
『
一
乗
院
来
由
記
』
所
載
の

海
外
交
流
記
事
を
中
心
に
ｌ
」
（
『
境
界
か
ら
み
た
内
と
外
』
岩
田
書
院
、
二
○
○
八
年
一

二
月
）
。

（
皿
）
鈴
木
彰
「
『
一
乗
院
経
蔵
記
』
に
み
る
坊
津
一
乗
院
と
中
世
文
芸
Ｉ
地
域
社
会
に
お
け
る

文
芸
環
境
ｌ
」
（
「
立
教
大
学
日
本
文
学
」
（
小
峯
和
明
教
授
定
年
退
職
記
念
号
）
一
二
、

二
○
一
四
年
一
月
）
。
ま
た
関
連
す
る
論
考
と
し
て
、
鈴
木
彰
弓
侠
文
」
の
生
命
力
と
再

生
す
る
物
語
ｌ
薩
摩
・
島
津
家
の
文
化
環
境
と
の
関
わ
り
か
ら
ｌ
」
（
「
中
世
文
学
」
五
七
、

二
○
一
二
年
六
月
）
参
照
。

（
皿
）
研
究
代
表
者
亜
国
文
学
研
究
資
料
館
・
寺
島
恒
世
。
宗
教
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
、
落
合

博
志
・
齋
藤
真
麻
理
・
小
助
川
元
太
・
高
橋
悠
介
・
高
橋
秀
城
。
二
○
一
三
年
八
月
二
十

二
日
に
「
坊
津
一
乗
院
聖
教
類
等
」
（
写
真
帳
）
、
『
一
乗
院
経
蔵
記
』
（
島
津
家
文
書
）
、
『
一

乗
院
諸
記
』
（
島
津
家
本
）
を
閲
覧
し
た
。
本
報
告
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
の
一

部
で
も
あ
る
。

（
吃
）
拙
稿
「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
一
乗
院
諸
記
』
翻
刻
」
（
国
文
学
研
究
資
料
館
「
調

査
報
告
書
」
三
十
六
号
、
平
成
二
十
八
年
三
月
）
。

（
過
）
そ
の
他
、
一
乗
院
の
典
籍
に
か
か
わ
る
主
な
先
行
研
究
に
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
坊
津
歴

史
資
料
セ
ン
タ
ー
輝
津
館
編
「
坊
津
ｌ
さ
つ
ま
海
道
ｌ
」
（
「
坊
津
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
輝

津
館
、
二
○
○
五
年
一
○
月
）
、
橋
口
亘
「
坊
津
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
輝
津
館
所
蔵
「
日

本
図
匡
（
「
地
図
中
心
」
三
九
二
、
二
○
○
五
年
五
月
）
、
野
田
泰
三
「
．
坊
津
一
乗
院
聖

教
類
等
．
所
収
「
日
本
図
」
に
つ
い
て
」
（
『
大
地
の
肖
像
絵
図
・
地
図
が
語
る
世
界
』
（
京

都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
○
○
七
年
三
月
）
、
赤
塚
祐
道
「
薩
摩
坊
津
一
乗
院
と
紀
州
根

来
寺
」
（
『
真
言
密
教
と
日
本
文
化
』
加
藤
精
一
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
、
ノ
ン
ブ
ル
、
二

○
○
七
年
一
二
月
）
．

（
Ｍ
）
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
黎
明
館
企
画
特
別
展
『
祈
り
の
か
た
ち
ｌ
中
世

南
九
州
の
仏
と
神
ｌ
』
（
「
祈
り
の
か
た
ち
」
実
行
委
員
会
、
二
○
○
六
年
九
月
）
に
、
ヨ

乗
院
諸
記
』
『
一
乗
院
経
蔵
記
』
を
は
じ
め
、
「
坊
津
一
乗
院
聖
教
類
等
」
の
聖
教
の
一
部

の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
島
津
家
本
に
つ
い
て
は
、
朴
鶴
直
秀
．
島
津
家

本
」
の
構
成
と
形
成
過
程
」
（
「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
」
八
、
一
九
九
八
年
三

月
）
参
照
。

（
脂
）
『
一
乗
院
経
蔵
記
』
の
引
用
は
、
前
掲
注
（
、
）
書
、
鈴
木
氏
の
翻
刻
に
拠
る
。

（
略
）
国
文
学
研
究
資
料
館
ホ
ー
ム
・
ヘ
ー
ジ
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
言
吾
唖

壹
冨
酌
旦
．
。
ご
］
．
“
。
、
旨
、
具
。
ｇ
具
四
ｇ
員
．
言
ヨ
ニ
参
照
。

（
Ⅳ
）
引
用
は
、
智
山
伝
法
院
編
『
大
須
観
音
真
福
寺
文
庫
撮
影
目
録
下
巻
』
真
言
宗
智
山
派

宗
務
庁
、
一
九
九
八
年
三
月
）
に
拠
る
。

（
肥
）
引
用
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
一
乗
院
諸
記
』
（
島
津
家
本
さ
Ⅱ
‐
ｕ
ｌ
妬
）
原
本

に
拠
る
。

（
旧
）
引
用
は
、
『
三
国
名
勝
図
会
』
（
青
潮
社
、
一
九
八
二
年
八
月
〔
明
治
三
十
八
年
刊
の
複
製
〕
）

に
拠
る
。

（
加
）
山
口
隼
正
「
『
日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
つ
い
て
１
入
来
院
家
所
蔵
未
刊
年
代
記
の
紹
介
ｌ
」

（
下
）
（
「
長
崎
大
学
教
育
学
部
社
会
科
学
論
叢
」
六
六
、
二
○
○
五
年
三
月
）
．

（
皿
）
な
お
、
『
日
本
帝
皇
年
代
記
』
に
は
、
和
歌
の
記
事
も
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
勅
撰

集
の
記
事
の
み
を
抜
き
出
せ
ば
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

乙
丑
五
古
今
集
廿
巻
歌
数
千
首
大
納
言
紀
友
則
・
貫
之
・
躬
恒
・
恵
岑
書

（
紀
）
（
凡
河
内
）
（
忠
）
（
壬
生
）

奏
之
、

辛
亥
五
後
撰
集
廿
巻
歌
数
千
四
百
廿
首
撰
之
、

丙
申
二
拾
遺
集
井
短
歌
抄
此
年
号
之
中
撰
之
、
花
山
院
御
自
撰
也
云
云
、
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（
型
）
本
稿
と
関
連
す
る
も
の
に
、
拙
稿
「
智
積
院
蔵
『
真
俗
雑
記
問
答
妙
』
に
つ
い
て
」
（
「
智

山
学
報
」
五
四
、
二
○
○
五
年
三
月
）
が
あ
り
参
照
さ
れ
た
い
。

（
妬
）
引
用
は
、
『
江
戸
幕
府
寺
院
本
末
集
成
』
（
雄
山
閣
、
一
九
八
一
年
十
一
月
）
に
拠
る
。

（
妬
）
引
用
は
、
智
積
院
新
文
庫
蔵
『
真
俗
雑
記
』
二
十
五
冊
、
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
写
）

原
本
に
拠
る
。

（
”
）
拙
稿
「
頼
聡
撰
『
真
俗
雑
記
問
答
妙
』
諸
本
概
略
」
（
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
『
真

俗
雑
記
問
答
妙
』
の
翻
刻
・
校
訂
研
究
会
編
『
《
頼
玲
撰
》
『
真
俗
雑
記
問
答
紗
』
の
研
究
』

（
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
叢
書
第
二
十
七
巻
、
ノ
ン
ブ
ル
社
、
二
○
一
二
年
二
月
）

（
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
叢
書
第
二
十
七
巻
、

（
理
）
前
掲
注
（
７
）
書
、
「
根
来
寺
と
坊
津
一
乗
院
」
に
拠
る
。

（
認
）
引
用
は
、
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
（
第
六
十
八
巻
）
所
収
の
も
の
に
拠
る
。

（
型
）
本
稿
と
関
連
す
る
も
の
に
、
拙
稿
「
智
積
院
蔵
『
真
俗
雑
記
問
答
妙
』

に
お
い
て
、
『
真
俗
雑
記
』
の
転
写
渦

（
躯
）
引
用
は
、
『
真
言
宗
智
山
派
所
属
寺
睦

務
庁
、
二
○
○
七
年
三
月
）
に
拠
る
。

↑
お
い
て
、
『
真
俗
雑
記
』
の
転
写
過

『
真
言
宗
智
山
派
所
属
寺
院

（
羽
）
引
用
は
、
川
崎
大
師
教
学
研
究
所
束
草
集
研
究
会
編
「
『
束
草
集

大
師
教
学
研
究
所
叢
書
、
第
二
巻
、
二
○
一
四
年
三
月
）
に
拠
る
。

（
鋤
）
引
用
は
、
南
さ
つ
ま
市
坊
津
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
輝
津
館
蔵
「
坊
》

「
『
束
草
集

「
坊
津

乙
丑
二
後
拾
遺
集
奏
之
、
通
網
書
之
、

（
藤
原
）

申
辰
天
治
金
葉
集
十
巻
歌
数
六
百
四
十
九
首
撰
之
、

（
迩
原
）

甲
子
天
養
詞
花
十
巻
歌
数
四
百
九
首
三
位
顕
輔
撰
之
、

乙
丑
二
三
月
廿
六
日
新
古
今
廿
巻
歌
数
千
九
百
七
十
八
首
撰
奏
之
、
通
具

（
源
）

・
有
家
・
定
家
・
家
隆
・
雅
経
作
也
、

（
藤
原
）

こ
う
し
た
文
芸
環
境
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
坊
津
に
は
近
衛
信
尹
（
一
五
六
五
～
一
六

一
四
）
も
訪
れ
て
お
り
、
僧
侶
の
み
な
ら
ず
、
こ
う
し
た
貴
顕
の
人
物
に
よ
っ
て
、
様
々

な
文
化
的
な
も
の
が
鹿
児
島
に
將
さ
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
坊
津
で
言
え
ば
、

近
衛
家
の
荘
園
坊
津
と
都
と
の
行
き
来
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

程
を
示
し
た
。

史
料
撮
影
目
録
』

』
訳
註
研
究
」

一
～
四
巻
（
真
言
宗
智
山
派
宗

一
乗
院
聖
教
類
等
」

へ

川
崎

【
付
配
】

本
稿
は
、
人
間
文
化
研
究
機
櫛
国
文
学
研
究
資
料
館
（
基
幹
研
究
）
「
日
本
古
典
文
学
に
お
け

る
〈
中
央
〉
と
〈
地
方
〉
」
（
研
究
代
表
者
抑
国
文
学
研
究
資
料
館
・
寺
島
恒
世
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
文
芸
・
宗
教
に
お
け
る
九
州
ｌ
〈
中
央
〉
と
〈
地
方
〉
と
の
関
わ
り
か
ら
ｌ
」
（
於
・
国
文
学

研
究
資
料
館
調
査
員
会
議
）
に
お
け
る
研
究
報
告
を
も
と
に
成
稿
し
た
も
の
で
す
。
席
上
、
御

教
示
を
賜
り
ま
し
た
諸
先
生
方
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

写
真
帳
に
拠
る
。

（
皿
）
『
連
々
令
稽
古
双
紙
以
下
之
事
』
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
下
の
考
察
を
試
み
た
。
拙

稿
「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
連
々
令
稽
古
双
紙
以
下
之
事
』
筆
録
者
考
ｌ
東
寺
宝
菩

提
院
俊
雄
の
可
能
性
Ｉ
」
福
田
晃
・
中
前
正
志
編
『
唱
導
文
学
研
究
』
第
八
集
、
三
弥

井
書
店
、
二
○
二
年
五
月
）
。
関
連
す
る
も
の
に
以
下
の
拙
稿
が
あ
る
。
「
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
蔵
『
連
々
令
稽
古
双
紙
以
下
之
事
』
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
室
町
末
期
真
言
僧
侶
の
素

養
を
探
る
ｌ
」
（
「
佛
教
文
学
」
第
三
一
号
、
二
○
○
七
年
三
月
）
、
「
幼
童
の
稽
古
ｌ
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
連
々
令
稽
古
双
紙
以
下
之
事
』
に
み
る
文
学
書
・
付
影
印
’
三
「
智

山
学
報
」
第
五
六
号
、
二
○
○
七
年
三
月
）
、
「
信
仰
曼
茶
羅
ｌ
仏
教
と
文
学
ｌ
」
（
「
佛
教

文
學
」
第
三
六
・
三
七
合
併
号
、
二
○
一
二
年
四
月
）
。
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